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日本橋
分会

日本橋本店ならではの『 働きやすさ 』 と
『 働きがい』 をみんなで築き上げよう !!

第10 期前半（ 2 0 2 2 年1 0 月～2 0 2 3 年9 月）

日本橋本店のメ ンバーと 店全体の取り 組みや働く 環境について対話し 、 改善に繋げます。

VOIC E サイ ク ルを通じ て、 メ ンバーの一人ひと り が「 こ う あり たい」「 こ う し たい」 を自ら

考え、 行動するこ と をサポート し ます。

① 催事やギフ ト セン タ ー応援等のマルチタ スク の取組みや労働時間管理、 従業員食堂の環境改善など

メ ンバーの働く 環境改善に向け取り 組みます。

② 所属ごと にメ ン バーの抱える 課題を、組合役員・ テーマ別VOICE・ アンケート を通じ て収集し 、集まっ

た声を 基に店経営と 意見 交換を 行い、 終了後はメ ン バーに向けてフ ィ ード バッ ク を 実施し ます。 継

続し て VOICE サイ ク ルを回すこ と で、 メ ンバーの組合活動参画に繋げていき ます。

会社の中期経営計画である『 高感度上質戦略』『 顧客と つながる C RM 戦略』 を中心に、 取り

組む上での成果や課題を従業員目線で確認し 、 店・ 所属経営と の対話を強化し ます。 活動を

通し てメ ンバーの業績・ 店方針に対する理解を深め、 不安や不満の解消と 納得感やモチベー

ショ ンの向上につなげます。

日本橋本店の方針に基づき、 以下の取組みの実態を 把握する ためテーマ別V O IC E やアン ケート を 実

施し 、 収集し た声を 基に店・ 所属経営と「 取組む上での課題解決」 に向けた意見 交換を 行います。

①『 高感度上質戦略』 では、 外商部と の連携やサテラ イ ト 店と の連携の取り 組み

②『 顧客と つながる CRM 戦略』 では、 新お買場帳場制度やエムアイ カ ード 獲得の取り 組み

様々な背景を 持つメ ン バーがイ キイ キと 働く ため、 同じ 背景を 持つメ ン バー同士が自由に

話す機会を提供し ます。

① ダイ バーシティ 活動の一環と し て、『 育児と 仕事を 両立』 し ている 従業員の悩み事解決に繋げるため

に、 日本橋店従業員同士が育児や両立を テーマに互いに自由に話す場を つく り ます。

② 育児以外の『 ラ イ フ イ ベン ト と 仕事の両立』 について、 組合本部が発信する 情報の周知・ 拡散に取り

組むと と も に、 メ ンバーから 意見 や相談が寄せら れる 環境を整えます。

広報を 通じ てメ ン バーに組合活動を 周知し 、 今まで以上に組合活動への参画度合いを 高め

ます。 店経営の考え方やメ ン バーの課題感を 日本橋本店内で共有でき る よ う 、 メ ン バーの

関心が高く 有益な情報をタ イ ムリ ーかつ効果的に発信し ます。

① 組合広報を 通し て、 メ ン バーの更なる 組合活動への参画につなげる ため広報紙を 作成し 、 デジタ ル

ツ ールやその他の方法も 活用し ながら 発刊し ます。

② 三越 3 5 0 周年を はじ め、 こ れから の日本橋本店で働く メ ン バーを サポート する ため、 店内外の商

況等に関する 情報を発信し ます。

第10 期活動テーマ

■活動目標・具体的アクショ ン

■重点取り 組み

VOICE サイク ル

（ 現場活動）

経営対策

その他

広報活動

計画的な働き 方の実現と 対話でき る職場環境づく り 、 対話のき っ かけと なる情報提供を おこ ないます。

役員紹介
ページへ


